
３
千
222･

45
㎡
／
２
億
１
千
10
万
円(

税

込)入
札
日
時
▼

10
月
４
日
(金)
午
前
10
時
〜

入
札
会
場
▼

市
役
所
６
階
会
議
室
６-

Ａ

入
札
保
証
金
▼

入
札
額
の
100
分
の
５
以
上

●
問
い
合
わ
せ　

財
産
管
理
活
用
課

☎(

８
８
８)

５
４
３
９

　
◆
無
料
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　

対
象
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

い
な
い
か
た
や
、
基
本
操
作
な
ど
を

学
び
た
い
か
た
。
受
講
中
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
貸
し
出
し
ま
す
。

講
座
内
容･

時
間
▼

時
間
は
各
日
共
通

1
電
話･
メ
ー
ル･

カ
メ
ラ･

地
図
ア
プ
リ

な
ど
の
基
本
編
…
午
前
10
時
〜
正
午

(

中
央･

雄
和
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ
、
河
辺

総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
は
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分)

2
ス
マ
ホ
の
安
全
な
使
い
方･

Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ･

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
応
用
編

…
午
後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

　　　　　　　　　　
会
場･

講
座
内
容
ご
と
の
開
催
日
▼

▼

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ

…
1
７
月
19
日
(金)･ 

2 

22
日
(月)

▼

雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ
…
1
７
月
26
日
(金)

▼

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
1 

2
７
月
29
日
(月)

▼

東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
1 

2
７
月
30
日
(火)

▼

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
1 

2
７
月
31
日
(水)

▼

河
辺
総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

　　
　
　
　
　
　

…
1
８
月
１
日
(木)

　　

町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

子
ど
も
会
、
職
場
、
学
校
、
個
人
な
ど

を
対
象
に
、
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
応
募

者
す
べ
て
の
花
だ
ん
を
巡
回
し
、
優
秀

な
花
だ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
▼

秋
田
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

事
務
局(

市
役
所
２
階)

に
あ
る
申
込
書

で
、
７
月
22
日
(月)
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
４
２
９
２

●
問
い
合
わ
せ　

秋
田
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
事
務
局
☎(

８
８
８)

５
６
５
３

　

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売

却
し
ま
す
。
入
札
の
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
上

記
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
１
６
４
２
２

土
地
の
所
在
／
建
物
の
構
造
／
面
積
／

最
低
入
札
価
格　

土
崎
港
西
三
丁
目
131
番(

旧
チ
ャ
レ
ン
ジ

オ
フ
ィ
ス
あ
き
た)

／
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
陸
屋
根
３
階
建
／

▼

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
1 

2
８
月
２
日
(金)

先
着
▼

各
回
８
人

申
し
込
み
▼

電
話
で
７
月
８
日
(月)
午
前
９

時
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
本
部
へ(

複
数

の
申
し
込
み
も
可
と
し
ま
す
が
、
内
容

の
重
複
が
あ
り
ま
す)☎(

８
８
８)

５
４
９
１

◆
出
前
講
座

　

は
じ
め
て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
ス
マ
ホ
初
心
者
グ
ル
ー
プ(

２
〜
４
人)

に
無
料
で
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
講
座

で
は
貸
出
用
の
ス
マ
ホ
を
ご
使
用
い
た

だ
き
ま
す
。

講
座
内
容
▼

基
本
講
座(

基
本
操
作･

電
話

･

カ
メ
ラ･

文
字
入
力
な
ど)

ま
た
は
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き
ま
す

日
時
▼

講
師
の
派
遣
は
、
平
日
で
次
の
い

ず
れ
か
の
時
間

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
〜
３
時

③
午
後
２
時
〜
４
時　

会
場
▼

お
近
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い

＊
会
場
の
予
約
は
、
申
込
者
が
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室

な
ど
は
無
料
で
予
約
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
▼

電
話
で
希
望
す
る
講
座
内
容

(

基
本
講
座
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ)

、
日
時
、

会
場(

予
定)
、
グ
ル
ー
プ
代
表
者
の
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
㈱
Ａ
Ｌ

Ｌ-

Ａ
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

☎(
８
０
３)

６
４
３
０

　

無
料
で
写
真
を
撮
影

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
申
請
で
き
る
申
請
サ

ポ
ー
ト
を
左
記
の
市
民
Ｓ

Ｃ
な
ど
で
期
間
限
定
で
行
い
ま
す
。
健

康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確

認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い(

カ
ー
ド
の

交
付
は
後
日
、
市
役
所
１
階
市
民
課
や

各
市
民
Ｓ
Ｃ
な
ど
で
行
い
ま
す)

。

会
場
と
日
程(

時
間
は
午
前
10
時
〜
正

午
、
⑤
の
み
午
後
３
時
ま
で)

①
東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
16
日
(火)

②
北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
17
日
(水)

③
南
部
市
民
Ｓ
Ｃ(

御
野
場)

　
　
　
　
　
　
　

…
７
月
18
日
(木)

④
雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
19
日
(金)

⑤
フ
ォ
ン
テ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
１
階
下
り
エ

　

ス
カ
レ
ー
タ
ー
付
近
…
７
月
23
日
(火)

⑥
南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
別
館(

牛
島)

　
　
　
　
　
　
　

…
７
月
24
日
(水)

⑦
西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
…
７
月
25
日
(木)

⑧
河
辺
総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

…
７
月
26
日
(金)

＊
14
歳
以
下
の
か
た
が
申
請
す
る
場
合

は
保
護
者
が
同
行
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
市
民
課
で
は
平
日
の
ほ
か
、
７
月
14
日

(日)･

28
日
(日)
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分
に
も
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

市
民
課
☎(

８
８
８)

５
７
１
７

市
有
地(

建
物
付)

を

売
却
し
ま
す

市有地売却

緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

６市外局番＝☎018

文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

市役所からのお知らせ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か



　

空
き
地
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な

い
と
、
害
虫
の
発
生
や
火
災
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者
、
管

理
者
が
雑
草
を
刈
り
取
っ
て
、
地
域
の

環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
草
刈
り

機
が
必
要
な
場
合
は
無
料
で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
の
で
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
防
除
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎(

８
２
３)

３
０
６
１

＊
刈
り
取
っ
た
草
は
、
直
接
、
総
合
環

境
セ
ン
タ
ー(

河
辺
豊
成)

へ
搬
入(

有

料)

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

公
園
課
☎(

８
８
８)

５
７
５
３

　

冬
期
間
の
野
菜
や
花
き
栽
培
を
め
ざ

す
農
業
者
な
ど
を
対
象
に
、
栽
培
実
習

を
中
心
と
し
た
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
が
、
傷
害
保
険
へ

の
加
入
、
作
業
服
な
ど
は
各
自
で
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
定
員
は
５
人
程
度
で
、

面
接
に
よ
る
選
考
と
な
り
ま
す
。

対
象(

す
べ
て
を
満
た
す
か
た)

▼

秋
田
市
在
住
の
農
業
者
な
ど
で
、
お
お

む
ね
65
歳
以
下
の
か
た

▼

販
売
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
冬
期
間

の
園
芸
作
物
生
産
に
取
り
組
も
う
と
す

る
か
た

▼

心
身
と
も
に
健
康
で
、
研
修
の
全
日
程

を
受
講
で
き
る
か
た

研
修
期
間
と
場
所
…
10
月
３
日
(木)
か
ら

来
年
３
月
６
日
(木)
ま
で
の
毎
週
木
曜(

年

末
年
始
を
除
く)

に
、
計
22
回
を
予
定
、

午
前
10
時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
３
時

に
、
園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー(

仁
井
田)

で

栽
培
実
習
…
ホ
ウ
レ
ン
草
、
チ
ン
ゲ
ン

菜
、
ア
ス
パ
ラ
菜
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ネ
ギ
、
大
根
、
イ
チ

ゴ
、
ダ
リ
ア
、
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
、
カ
ン

パ
ニ
ュ
ラ
な
ど
の
播
種
、
育
苗
、
栽
培

管
理
、
出
荷
調
製
作
業
な
ど

講
義･

視
察
…
作
付
計
画
づ
く
り
、
作
型

と
栽
培
技
術
、
施
設
の
設
備
な
ど
。
視

察
は
、
冬
期
農
業
に
取
り
組
む
農
家
を

見
学

申
し
込
み
…
園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
申
込
書
で
、
８
月
16
日
(金)(

必
着)

ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
０
７
０
８
９

●
問
い
合
わ
せ　

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー

☎(

８
３
８)

０
２
７
８

　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
女
性

で
、
秋
田
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ(

子
宮
頸
が
ん
予
防)

ワ
ク
チ
ン
全
３

回
の
接
種
を
完
了
し
て
い
な
い
か
た
を

対
象
に
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種(

接
種

機
会
を
逃
し
た
か
た
を
対
象
と
す
る
無

料
の
接
種)

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間
▼

令
和
７
年
３
月
31
日
(月)
ま
で

予
防
接
種
の
受
け
方
…
医
療
機
関
に
予

約
の
上
、
本
人
確
認
書
類
と
接
種
歴
が

確
認
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
全
３
回
の
接
種
が
完
了
す
る
ま
で

に
約
６
か
月
の
期
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
９
月
ご
ろ
ま
で
の
接
種
開
始
を
お

す
す
め
し
ま
す

＊
実
施
期
間
以
降
に
自
己
負
担
で
３
回

の
接
種
を
行
う
場
合
、
約
10
万
円
の

費
用
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
県
外
で
の
接
種
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
３
５
９
４
０

●
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
管
理
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
９

冬
期
農
業
研
修
生
を

募
集
し
ま
す

７　広報あきた　2024年７月５日号

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

(

Ｈ
Ｐ
Ｖ)

ワ
ク
チ
ン
の
接
種

▶慌てず、騒がず、クマを見ながらゆっくり
後ずさりして距離をとりましょう

▶安全を確保し、｢日時、場所、大きさ、頭
数、逃げた方向｣などをご連絡ください

▶目撃情報は｢秋田市公式LINEの防災･緊急情
報(クマ情報)｣から県が運用する｢ツキノワグ
マ等情報マップシステム(通称クマダ
ス)｣にリンクし、確認･投稿できます

地
域
の
雑
草
を
刈
り
取
っ
て

環
境
美
化
に
ご
配
慮
を

問い合わせ▶農地森林整備課☎(888)5741

▶キャンプなどで出た生ごみは放置せず、必
ず持ち帰って処分しましょう

▶ごみはルールを守って出しましょう
(収集日当日の午前６時〜８時の間に)

▶倉庫などに備蓄している農作物や米ぬか、
家畜飼料などのほか、コンポストや農機な
どで使われる機械油もクマを不意に誘いい
れる原因に。適切に管理しましょう

▶農地や住宅地周辺などの草刈りをこまめに
行い見通しをよくしましょう

▶朝夕の散歩時などは、音の出るもの(クマ
鈴、ラジオなど)や、携帯の蚊取り線香など
強い臭いのするものを身につけ、できるだ
け複数人で行動しましょう

クマと遭遇しない工夫を！

遭遇･目撃した場合は…

食べ物になるようなものを
廃棄･放置すると誘いいれる原因に

市公式LINE→


